
USBハードウェアキー用 HASPのトラブルシューティングインストール方法 

アプリケーションノート AP620_T  

Polar製品の USBキー (ドングル) のほとんどの問題は解決されます。 

ただし、特定の状況では、トラブルシューティングガイドを確認することで問題が解決できる可能性があります。 Polar製品は、

SafeNet/Gemalto/Revenera/Sentinel の HASP を使用してライセンスを管理します。 

V21 (2021年バージョン) 以降の Polar 製品の場合は、以下のように HASP ドライバを更新する必要があります。 ただし、他のソフトウェア製品に同じ

USBキーを使用している場合は、すでに以前のバージョンまたは新しいバージョンのドライバをインストールされている可能性があります。 以下に、

HASPの各メジャーバージョン（大きく変更されたバージョン）と、Polar製品との互換性があるかどうかを示します。 ファイル haspsrm_win32.dll は USBキ

ーと Polar ソフトウェア製品との間を結ぶインターフェイスであり、以下からダウンロードできる zip ファイル内にあります。 

Polar instruments 製品 HASP ドライババージョン LMTools haspsrm_win32.dll USB キーのバージョン 

V20以前のバージョン 6.65 11.13 7.11.42508 6.1 

V20 以前のバージョン 7.80 11.13 7.11.42508 6.1 

  
NB: BSODの問題やインストールのハングアップのため、バージョン 1909以降の Windows10 にインストールするには 7.80 

が必要です。 

V21以降のバージョン 7.103*1 11.17 8.11.42173 6.1/7.2 

  8.11*1 11.17 8.11.42173 6.1/7.2 

  8.15*1 11.17 8.11.42173 6.1/7.2 

  8.23* 11.17 8.21.56208 6.1/7.2 

  
* 最新リリースバージョン 

*1 Polar製品 V2以降との適合性については、このバージョンで動作テスト済み 

https://www.polarinstruments.com/flexlm/FLEXID9_Windows_v6_65.zip
https://www.polarinstruments.com/flexlm/FLEXID9_Windows_v7_103.zip
https://www.polarinstruments.com/flexlm/FLEXID9_Windows_v8_23.zip


ドライバのバージョン変更する必要がある場合は、以下のコマンドラインを使用し、すべてのファイルが更新されているかどうかを確認してください。 ただ

し、製品を完全にアンインストール/再インストールできるのは HASP V8.11以降のバージョンのみであることに注意してください。完全にアンインストール

/再インストールする必要がある場合は、このバージョンを検討してください。 

古い HASPを削除するには: 

haspdinst.exe -r -fr -kp -fss -purge   

新しい HASPをインストールします: 

haspdinst.exe -i -fi -kp -fss 

インストールしたドライバのバージョン確認するには: 

haspdinst.exe -info 

USBキーがきちんとインストールされ、キーの S/Nが検出されていることを確認します:  

コントロールパネルのデバイスマネージャー内で、3つのキーが表示されていることを確認します (以下): 



 

Sentinel HLキー（USBハードウェアキー）がデバイスマネージャに表示されているかどうかが重要です。 表示されない場合、USBキーは機能していませ

ん。表示されない場合は、IT部門に連絡して、その理由を調査する必要があります。 多くの場合、キーを他の USBスロットに移動するだけでこの問題が

解決する場合があります。 

ここから HASP キーと HL キーを削除できます。 Sentinel USBキーを削除すると、HASPキーと HLキーの両方とも削除されます。 

Sentinelサービスがスタートして、動作されていることを確認してください： 

コントロールパネル → 管理ツール → サービス – Sentinel LDK License Manager サービスが動作実行中であり、自動に設定されていることを確認し

ます。 



  

hapsrm_win32.dll を必ずコピーしてフォルダに入れてください： 

最も一般的なエラーは、通常、ユーザーが DLL をコピーしていないことです (これは、HASPをインストールするときに自動的にインストールされませ

ん)。 ダウンロード案内した配布ファイルには、hapsrm_win32.dll ファイルがあります。 x64システムで実行している場合は、このファイルを 

\Windows\System32 フォルダと \Windows\SysWow64 フォルダの両方に、コピーした hapsrm_win32.dll ファイルをコピーペーストする必要があります。 

環境変数をすべて削除します 



「FLEXID_Library_Path」や「Polar_License_File」などの環境変数は後に、ライセンス/プログラムのアップデート時に混乱を引き起こす可能性があるため削

除することをお勧めします。 ユーザー環境変数またはシステム環境変数として設定されている場合は、削除してください。 

更なる問題解決法 

上記の操作でのライセンスが動作しない場合、または問題が発生しつづける場合は、ドライバを手動で削除して再インストールしてみてください。 

1) 次のコマンドを使用してドライバをアンインストールし、HASPを削除します： 

haspdinst.exe -r -fr -kp -fss -purge 

 

次にフォルダを削除してください:  

C:\Program Files (x86)\Common Files\Aladdin Shared\HASP 

 

2) HASPを再インストールします: 

haspdinst.exe -i -fi -kp -fss 

 

3) hasplms.exe が \Windows\System32 に存在しないことを確認してください。 これはかなり古いバージョン (V21以前のもの) ですが、タスクマネージ

ャーで誤って起動され、実行されている可能性があります。 

プロセスを強制終了し、実行可能ファイルを削除する。 

これらの手順を実行しても USB ドライバを動作させることができない場合は、次の手順を実行してください： 

http://localhost:1947 

http://localhost:1947/


 

Gemaltoの管理画面が表示されます。 キーは Sentinel Keys の下に Node 2 として表示されるはずです。 

 

古いキー 

 

新しいキー 

 

次に、左側にある Diagnostics オプション (以下を参照) をクリックして診断レポートを生成し、原因をさらに確認するために tech@polarinstruments.com  
に電子メールで送信してください。 （日本国内の場合 tetsuya.koizumi@csieda.co.jp ） 

mailto:tech@polarinstruments.com
mailto:tetsuya.koizumi@csieda.co.jp


 



 



  



 



 


